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●
い
け
が
き
設
置
奨
励
事
業 

　
み
ど
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
地

震
等
に
よ
る
防
災
に
役
立
て
て
い
く

た
め
に
、
い
け
が
き
の
設
置
を
奨
励

し
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

【
主
な
設
置
基
準
】 

・
住
宅
を
目
的
と
し
た
土
地
で
、
公

道
に
面
し
た
総
延
長
が
５
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
る
こ
と 

・
樹
木
の
種
類
は
、
町
が
推
奨
す
る

も
の 

※
そ
の
他
、
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

【
補
助
金
額
】 

　
い
け
が
き
の
延
長
１
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
、
２
，０
０
０
円
（
限
度
額
は

４
０
，０
０
０
円
ま
で
） 

 

●
み
ど
り
基
金 

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
の
た
め
、
町

か
ら
の
出
資
金
や
基
金
の
運
用
か
ら

生
ず
る
収
益
金
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

企
業
・
団
体
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金

と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。 

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
に
は
大
き
な

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
み
ど
り
基
金
募
金
箱
設
置
場
所
】 

・
大
磯
町
役
場 

・
国
府
支
所 

・
大
磯
運
動
公
園 

・
図
書
館 

・
郷
土
資
料
館 

・
駅
前
観
光
案
内
所 

 

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

　
花
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、
こ

こ
ろ
の
や
す
ら
ぎ
と
美
化
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
10
団
体
が
道
路
や
公
園
な

ど
の
花
壇
に
き
れ
い
な
花
を
植
栽
し

て
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。 

　「
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体（
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
組
織
し
て
い
る

こ
と
）が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
都
市
整
備
課
公
園
み
ど
り
班 

　
☎
内
線
２
２
１ 

緑
　
化
　
推
　
進 

緑
　
化
　
推
　
進 

緑
　
化
　
推
　
進 

　
町
ぐ
る
み
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
町
の
豊

か
で
美
し
い
郷
土
を
守

り
、
さ
ら
に
清
潔
で
住

み
よ
い
自
然
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
公
園
や

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

海
岸
な
ど
公
共
の
場
の

一
斉
清
掃
を
実
施
し
、

環
境
美
化
の
啓
発
と

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

　
毎
回
各
種
団
体
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
大
勢

の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年

も
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

※
清
掃
区
域
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
地
区

ご
と
に
清
掃
区
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
各

自
確
認
し
て
参
加
く

だ
さ
い
。 

※
荒
天
時
は
６
月
１
日

（
日
）に
延
期 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

花水川河川敷・高麗山ハイキングコース 
行政境 ～ 大磯保育園下 
大磯保育園下 ～ 北浜歩道橋下 
北浜歩道橋下 ～ 照ヶ崎防波堤 
照ヶ崎防波堤 ～ 鴫立川 
鴫立川 ～ 大磯中学校西地下道 
大磯中学校西地下道 ～ 白岩神社下地下道 
白岩神社下地下道 ～ 小磯幼稚園下地下道 
小磯幼稚園下地下道 ～ 西小磯老人憩いの家下地下道 
西小磯老人憩いの家下地下道 ～ 不動川 
不動川 ～ ロングビーチ駐車場西側下 
ロングビーチ駐車場西側下 ～  
　　　　　　　  ロングビーチテニスコート下地下道 
ロングビーチテニスコート下地下道 ～  
　　　　　　　  ロングビーチゴルフコース下地下道 
不動川・馬場公園 
御嶽神社・鷹取神社参道 
八坂神社とその周辺 
下田・富士見平（虫窪地区） 
黒岩公民館・池之神社とその周辺 
西久保福祉館・飯綱神社とその周辺 
月京児童館・国府小学校付近道路・不動川河川敷 
石神台町内公園とその周辺 
大磯駅前広場及びその周辺 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
１０ 
１１ 
１２ 
 
１３ 
 
１４ 
１５ 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 

清掃区 清　掃　区　域 

5月２５日（日）午前7時から 
 

町ぐるみ キャンペーンを実施 町ぐるみ キャンペーンを実施 町ぐるみ キャンペーンを実施 

2～１３は 
海岸清掃 

美 化 美 化 

▲国府本郷・東美丘の花壇 
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　「
　
川
サ
ミ
ッ
ト
」は
　
川
流

域
の
中
井
町
・
二
宮
町
・
大
磯

町
が
広
域
行
政
の
一
環
と
し

て
、
　
川
の
清
流
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
や
　
川
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
の
連

携
を
深
め
る
た
め
、
平
成
14
年

に
設
立
し
た
組
織
で
す
。 

　
昨
年
度
、
多
く
の
人
が
自
然

環
境
の
保
全
に
関
心
を
持
ち
、

３
町
の
　
川
を
活
か
し
た
広
域

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

『
　
川
の
四
季
』を
テ
ー
マ
と
し

た
　
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。 

　
33
点
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
３
町
の
町
長
・
副
町
長
に

よ
る
審
査
の
結
果
、
二
宮
町
在

住
、
玉
置
正
さ
ん
の『
春
の
　

川
』が
会
長
賞
に
選
ば
れ
、
坂

本
孝
也
会
長（
二
宮
町
長
）か
ら

賞
状
及
び
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

　
詳
し
い
情
報
は
　
川
サ
ミ
ッ

ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.tow

n
. 

n
in
om
iy
a.k
an
ag
aw
a.jp
/ 

k
u
zu
g
aw
a/ 

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
　
川
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局 

　（
二
宮
町
総
務
部
企
画
室
）

☎
（
71
）３
３
１
１ 

・
町
企
画
室
　
☎
内
線
２
２
９ 

下
水
道
接
続
で
快
適
な
環
境
づ
く
り 

排水設備 
設置費用 

5万円以上 
　15万円未満 

12,000円 8,000円 4,000円 

15万円以上 
 　30万円未満 

21,000円 14,000円 7,000円 

30万円以上 
 　40万円未満 

27,000円 18,000円 9,000円 

40万円以上 30,000円 20,000円 10,000円 

供用開始からの経過年数 
１年目 ２年目 ３年目 

【奨励金の交付額】 

※排水設備設置費用、供用開始経過年数に応じて、交付します。 

 

　川フォトコンテスト 
くず がわ 

会長賞が決定!!

『春の　川』　桜と菜の花、そして水の流れを取り入れ、 

　　　　　　平成19年４月にヤオハン二宮店西側で撮影。 

kuzugawa

　
５
月
１
日
か
ら
、
区
域
図
に
示
さ
れ

た
西
小
磯
・
国
府
本
郷
地
区
の
一
部
の

区
域
が
、
新
た
に
下
水
道
供
用
開
始

（
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
）区
域
と

な
り
ま
す
。 

早
期
接
続
の
お
願
い 

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ら
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を

公
共
下
水
道
に
直
接
流
す
た
め
の
排
水

設
備
を
設
置
す
る
工
事
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
く
み
取
り
ト
イ
レ
を
ご
利
用
の
方
は

供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
し
、
し
尿
浄
化
槽
を
お
使

い
の
方
も
遅
滞
な
く
浄
化
槽
を
廃
止
し
、

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。 

　
町
で
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以

内
に
接
続
を
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の

条
件
を
設
け
て
排
水
設
備
設
置
費
の
助

成
と
し
て
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
排
水
設
備
設
置
に
要
す
る
費

用
に
対
し
て
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
助
成
制
度
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
、
よ
り
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
排
水
設
備
の
工
事
は
、
町
の

指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

区
域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
接
続
し
て
い

な
い
方
も
、
生
活
環
境
の
向
上
と
水
質

保
全
の
た
め
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
町
で
は
、
多
く
の
方
が
清
潔
で
快
適

な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推
進
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
２
４ 

【平成20年5月1日供用開始区域図】 

供用開始区域 
（新規） 

西小磯地区 

国府本郷地区 

白岩神社白岩神社 白岩神社 

JR東海道
本線東海道本
線 

JR東海道
本線 

血
洗
川

血
洗
川 

血
洗
川 

東小磯東小磯 
跨線橋跨線橋 
東小磯 
跨線橋 

平塚学園平塚学園 
湘南研修センター湘南研修センター 
平塚学園 
湘南研修センター 
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３
月
30
日（
日
）、
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
地
「
鴫
立
庵
」
で
、
第
51
回

大
磯
西
行
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
入
選
者
の
表
彰
を
、
ま

た
午
後
か
ら
は
俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
表
彰
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
・
学
年
は
表
彰
時
の
も
の
で
す
） 

　 ▼
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
） 

第
一
位
　
横
浜
市
　
中
岡
　
昌
太 

 

　 
 

第
二
位
　
練
馬
区
　
　
　
東
　
蕾 

第
三
位
　
大
磯
町
　
　
川
村
　
文
英 

第
四
位
　
大
磯
町
　
　
加
藤
登
代
子 

第
五
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
廣
谷
　
志
朗 

第
六
位
　
二
宮
町
　
　
神
保
　
輝
子 

 

▼
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
） 

第
一
位
　
小
平
市
　
　
栗
原
　
良
子 

    

第
二
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
星
野
貴
美
子 

第
三
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
山
崎
　
綾
子 

第
四
位
　
横
浜
市
　
　
山
村
　
絢 

第
五
位
　
二
宮
町
　
　
石
田
ト
シ
子 

第
六
位
　
寒
川
町
　
　
堀
江
　
照
子 

　 ▼
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
） 

第
一
位
　
大
磯
小
四
年
　
磯
野
　
佑 

   

第
二
位
　
大
磯
小
六
年
　
熊
谷
健
人 

第
三
位
　
大
磯
小
四
年
　
小
林
未
季 

第
四
位
　
大
磯
小
四
年
　
田
丸
真
羽 

第
五
位
　
大
磯
小
六
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
麻
南 

第
六
位
　
国
府
小
五
年
　
槇
　
勇
矢 

 

▼
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
） 

第
一
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
三
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
公
美
子 

   

第
二
位
　
国
府
中
三
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
ム
亜
季 

第
三
位
　
国
府
中
三
年
　
篠
原
萌
子 

第
四
位
　
国
府
中
三
年
　
濱
田
武
幸 

第
五
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
一
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
津
慶
治 

第
六
位
　
ス
テ
パ
ノ
中
二
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
由
布
子 

 

▼
献
詠
短
歌
（
小
・
中
学
生
の
部
） 

第
一
位
　
千
葉
市
立
新
宿
中
二
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
美
来 

    

第
二
位
　
国
府
中
三
年
　
川
島
　
遥 

第
三
位
　
千
葉
市
立
新
宿
中
二
年
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
悠
太 

第
四
位
　
国
府
中
三
年
　
上
田
　
愛 

第
五
位
　
大
磯
中
二
年
　
山
崎
花
海 

第
六
位
　
大
磯
中
三
年
　
伊
東
拓
哉 

 

▼
俳
句
大
会 

第
一
位
　
川
村
　
研
治 

   
第
二
位
　
梶
原
　
候
英 

第
三
位
　
古
根
　
道
子 

 

▼
短
歌
大
会 

第
一
位
　
鈴
木
　
喜
美
子 

    

第
二
位
　
星
野
　
貴
美
子 

第
三
位
　
中
村
　
暉 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
４ 

第
51
回 

雲
は
な
が
れ 

　
人
は
歩
き
ぬ
西
行
忌 

卒
業
近
し 

　
窓
か
ら
海
を
な
が
め
て
る 

霞
む
日
の 

　
人
よ
り
我
を
へ
だ
つ
か
な 

冬
が
き
た 

　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
葉
が
赤
く 

 

冬
雲
の
早
く
流
れ
て
静
止
せ
る 

　
ク
レ
ー
ン
か
す
か
に 

　
　
　
　
反
り
返
り
た
り 

ど
う
し
よ
う 

　
思
い
が
け
な
い
一
言
で 

に
ご
る
空
気
に
友
を
見
つ
め
る 

 

釣
り
上
げ
し 

　
い
わ
し
数
え
る
子
ら
の
声 

　
　
弾
み
て
高
し
春
の
堤
防 

 

　
中
学
校
理
科「
動
物
の
な
か
ま
」の

学
習
内
容
に
合
わ
せ
た
ミ
ニ
展
示
を

開
催
中
。
館
所
蔵
の
動
物
の
剥
製
や

骨
格
標
本
な
ど
の
展

示
を
通
し
て
、
動
物

の
体
の
つ
く
り
の
違

い
を
説
明
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の

展
示
で
は
、
本
町
で

混
獲
さ
れ
た
ミ
ン
ク

ク
ジ
ラ
の
骨
格
を
初

公
開
し
て
い
ま
す
。 

 

▼
と
き
　
４
月
27
日（
日
）〜

６
月
15
日（
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
企

画
展
示
室 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
郷
土
資
料
館 

　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

　
次
の
11
名
の
方
を
青
少
年
指
導
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。 

　
青
少
年
指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
く
伸
び
や
か
に
育
つ
こ

と
を
願
い
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
任
期
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。 

 

▼
青
少
年
指
導
員（
順
不
同
敬
称
略
） 

 

○
服
部  

通
代 

○
枝
川  

千
尋 

○
加
藤  

久
昭 

○
長
澤  

正
子 

○
渡
辺  

康
弘 

○
高
木  

敏
弘 

○
勝
又  
正
孝 

○
安
藤  

静
子 

○
野
尻  

善
章 

○
加
藤  

昌
子 

○
鈴
木  

恵
美
子 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

学
習
参
考
資
料
展
　
動
物
の
分
類 

脊
椎
動
物
と 

　
　
無
脊
椎
動
物 

セ
キ
ツ
イ 

ム
　

セ
キ
ツ
イ 

▲ミンククジラの頭骨 

▲アオバトの全身骨格 

青
少
年
指
導
員
を
委
嘱 

は
く
せ
い 
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４
月
か
ら
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

大
磯
運
動
公
園
の
管
理
運
営
が
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
休
園
日
と
し
て
い
た

月
曜
日
も
開
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
サ
ッ

カ
ー
や
テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
大

磯
運
動
公
園
管
理
棟
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
運
動
公
園
管
理
棟 

　
☎
（
61
）８
８
２
２ 

指
定
管
理
者
…
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
よ
り
効
果
的
・
効
率

的
に
対
応
す
る
た
め
、
公
の
施

設
の
管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費

の
削
減
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
創
設
さ
れ
た
制
度
で
、

大
磯
運
動
公
園
は
、「
財
団
法
人

神
奈
川
県
公
園
協
会
・
特
定
非

営
利
活
動
法
人
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
グ
ル
ー

プ
」が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ

れ
石
は
大
磯
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
管
理
者
に
な
り
ま
し
た
。 

　
大
磯
運
動
公
園
の
指
定
管
理
者
導

入
に
伴
い
、
運
動
公
園
内
に
あ
っ
た

「
公
園
み
ど
り
班
」
は
役
場
本
庁
舎

内
に
移
り
ま
し
た
。 

　
町
内
の
公
園
や
緑
化
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
２
階
都
市

整
備
課
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
都
市
整
備
課
公
園
み
ど
り
班 

　
☎
内
線
２
２
１ 

公
園
み
ど
り
班
の 

連
絡
先
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
4
月
7
日
よ
り
、
農
業

委
員
会
事
務
局
が
国
府
支

所
か
ら
、
役
場
庁
舎
1
階

経
済
観
光
課
内
に
移
転
し

ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
農
業
委
員
会
事
務
局 

　
☎
内
線
３
５
８ 

　
大
磯
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
23
年

3
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、
大
磯
町

立
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
大
磯
町
に
代
わ
り

施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

　
セ
ン
タ
ー
2
階
に
は
、
約
100
人
が

入
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
、
約

10
人
が
入
れ
る
相
談
室
が
あ
り
、
地

域
福
祉
活
動
の
た
め
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
利
用
で
き
る
方
は
、

①
町
内
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
者
及
び
そ
の

家
族
②
町
内
に
居
住
す

る
障
害
者
等
及
び
そ
の

家
族
③
町
内
の
福
祉
団

体
及
び
福
祉
関
係
者
④
そ
の
他
町
長

が
認
め
る
者（
町
内
の
地
域
活
動
を

行
う
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
）で
す
。 

　
時
間
は
、
月
〜
金
の
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。 

　
地
域
福
祉
活
動
の
た

め
、
事
前
の
申
請
許
可

に
よ
り
火
曜
日
の
み
夜

9
時
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。 

　
ま
た
、
第
1
、
第
3

土
曜
日
も
申
請
許
可
に

よ
り
日
中
の
利
用
が
可

能
で
す
。 

　
ご
利
用
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　
☎
（
61
）９
３
９
０ 

大
磯
運
動
公
園 

月 

開 
曜
日
も 

園 

第
１
、
第
3
土
曜
日
も
利
用
可 

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
ざ
れ
石
」 

「
救
急
訓
練
総
合
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」 

を
実
施 

農業委員会 
事務局が 
移転 
 

▲管理棟前の噴水で遊ぶ子どもたち 

　
３
月
25
・
26
日
、
消
防

署
に
お
い
て
「
救
急
訓
練

総
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
救
急
救

命
士
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
救
急
救
命
士
以
外
の

隊
員
も
救
急
活
動
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
理
解
し
活
動
で

き
る
能
力
・
技
術
を
身
に

付
け
、
ま
た
隊
員
間
の
連

携
を
図
り
救
急
に
限
ら
ず

各
種
災
害
に
お
い
て
迅

速
・
的
確
・
確
実
な
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま

し
た
。 

　
訓
練
当
日
は
平
塚
市
民

病
院
よ
り
外
科
部
長
の
金

井
医
師
、
救
急
診
療
部
長

の
関
医
師
を
迎
え
て
、
隊

員
が
行
っ
た
処
置
活
動
を

評
価
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
き
大
変
有
意

義
な
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。 

　
消
防
署
で
は
、
今
後
も

継
続
し
て
各
種
訓
練
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
本
部 

　
☎
（
61
）０
９
１
１ 
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「
高
齢
者
ち
い
き
の

「
高
齢
者
ち
い
き
の 

　
　
集
い
」
研
修
会

　
　
集
い
」
研
修
会 

「
高
齢
者
ち
い
き
の 

　
　
集
い
」
研
修
会 

介
護
予
防
を

介
護
予
防
を 

目
的
と
し
た

目
的
と
し
た 

「
地
域
グ
ル
ー
プ

地
域
グ
ル
ー
プ 

活
動
」
に
交
付
金

活
動
」
に
交
付
金 

介
護
予
防
を 

目
的
と
し
た 

「
地
域
グ
ル
ー
プ 

活
動
」
に
交
付
金 

脳
イ
キ
イ
キ
教
室

脳
イ
キ
イ
キ
教
室 

　
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　
サ
ポ
ー
タ
ー
を 

　
　
　
　
募
集

　
　
　
　
募
集 

脳
イ
キ
イ
キ
教
室 

　
サ
ポ
ー
タ
ー
を 

　
　
　
　
募
集 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
委
員
を
募
集 

　「
ち
ょ
っ
と
太
っ
て
お
腹
が

気
に
な
る
」と
い
う
内
臓
肥
満

か
ら
波
及
し
て
い
く
糖
尿
病
・

高
血
圧
・
高
脂
血
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
。
笑
っ
て
言
え
る
う

ち
に
何
と
か
し
た
い
も
の
で
す
。 

　
効
果
的
な
運
動
を
し
な
が
ら

夏
に
向
け
余
分
な
脂
肪
を
脱
ぎ

捨
て
、
脱
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
内
容 

　
セ
ラ
バ
ン
ド
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
使
っ
た
運
動
講
座 

※
教
室（
全
日
程
）終
了
後
は
保

健
セ
ン
タ
ー
で
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
し
ま
す
。 

▼
対
象
者 

①
70
歳
未
満 

②
男
性
は
腹
囲
85
㎝
以
上
、
女

性
は
腹
囲
90
㎝
以
上
、
ま
た

は
男
女
と
も
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
24
以

上 

③
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
講
座

に
参
加
で
き
る
方 

▼
定
員
　
15
人 

▼
日
程 

　
①
５
月
23
日（
金
） 

　
②
５
月
30
日（
金
） 

　
③
６
月
４
日（
水
） 

　
④
６
月
11
日（
水
） 

　
⑤
６
月
18
日（
水
） 

　
⑥
６
月
20
日（
金
） 

▼
と
き
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
９ 

　
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
を
目
指
し
、
平
成
18
年
３

月
に
「
第
三
期
大
磯
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、

様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
た
び
、
現
在
の
計
画
を

見
直
し
、
平
成
21
年
度
か
ら
23

年
度
に
推
進
す
べ
き
各
種
施
策

を
盛
り
込
ん
だ
次
期
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
策
定
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
次
期
計
画
に
町
民
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
策
定

委
員
会
に
次
の
と
お
り
町
民
委

員
を
募
集
し
ま
す
。 

 

▼
応
募
資
格
　
町
内
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
の
方 

▼
募
集
人
員
　
２
名 

▼
任
期
　
平
成
21
年
３
月
末
ま

で 

▼
会
議
開
催
　
平
日
に
２
回
程

度 

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
及
び
高
齢
者

保
健
福
祉
・
介
護
保
険
等
に

つ
い
て
の
意
見
等
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
応
募
用
紙
は
、
役
場
子
育
て

介
護
課
及
び
国
府
支
所
に
置

い
て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま

す
。 

▼
応
募
先
〈
郵
送
〉〒255-8555

子
育
て
介
護
課
高
齢
介
護
班

〈
FAX
〉（
61
）６
０
０
２ 

▼
締
め
切
り
　
５
月
30
日（
金
） 

▼
結
果
通
知
　
６
月
上
旬
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
１
５ 

　
高
齢
者
は
、
外
出
の
回
数

が
減
る
と
、
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
生
活
と
な
り
要
介
護
状

態
に
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

　
町
で
は
介
護
予
防
の
た
め
、

高
齢
者
ち
い
き
の
集
い（
地

域
ご
と
の
活
動
や
ご
近
所
間

で
の
お
茶
の
み
）活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

に
役
立
つ
研
修
会
を
行
い
ま

す
。 

▼
対
象
者
　
ち
い
き
の
集
い

に
関
心
の
あ
る
方
・
地
域

住
民
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
脳
イ
キ
イ
キ
教

室
の
サ
ポ
ー
タ
ー 

▼
と
き
　
午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分
ま
で 

▼
と
こ
ろ
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
ざ
れ
石 

▼
申
込
み
　
５
月
23
日（
金
）

ま
で 

▼
費
用
　
無
料 

      

　
認
知
症
予
防『
脳
イ
キ
イ

キ
教
室
』は
学
習･

音
楽
・
料

理
の
３
コ
ー
ス
で
９
月
か
ら

12
月
こ
ろ
実
施
し
ま
す
。教

室
に
一
緒
に
参
加
し
て
、
見

守
り
や
話
し
相
手
を
し
て
い

た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。 

 

▼
募
集
人
員
　
10
名
程
度 

▼
申
込
み
　
５
月
23
日（
金
）

ま
で（
昨
年
度
す
で
に
登

録
済
み
の
方
は
不
要
で

す
。） 

    

　
高
齢
者
ち
い
き
の
集
い
を

行
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対

し
て
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。 

▼
交
付
金
額
　
初
年
度
年
額

３
万
円
、
そ
の
後
３
年
間

ま
で
年
額
１
万
円
。 

▼
交
付
要
件 

・
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
や
虚
弱
な
高
齢
者
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
。 

・
活
動
は
前
述
の
高
齢
者
を

概
ね
５
名
以
上
参
加
さ
せ
、

年
３
回
以
上
行
う
こ
と
。 

・
町
、
町
内
会
、
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
委
託
金
や
補

助
金
を
当
該
年
度
に
受
け

な
い
こ
と
。 

▼
申
込
み
　
５
月
23
日（
金
）

ま
で 

     

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
１
６ 

一
歩
先
行
く
脱
メ
タ
ボ
コ
ー
ス 

日時・テーマ 

6月2日（月） 
傾聴の心 

6月12日（木） 
認知症の方への接し方 
 
6月20日（金） 
心ほぐし体ほぐし 

内　容 

話を聞く側の 
心の持ち方 

様々な場面で安心 
できる対応の仕方 

心も体もしなやかに、楽 
しく活動できるように 

講　師 

ホールファミリー協会 
理事長　鈴木 絹英さん 

大磯町地域包括支援センター 
岩本　朋子さん 

リラクゼーション講師 
内田よしのさん 

　
サ
ポ
ー
タ
ー
希
望
者
は 

上
記
研
修
会
に
２
回
以
上 

参
加
し
て
下
さ
い
。 

 

　
交
付
金
申
請
者
は
上
記 

研
修
会
に
２
回
以
上
参
加 

し
て
下
さ
い
。 

 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
質
改
善
教
室 

受
講
者

受
講
者 

　
　
募
集
！

　
　
募
集
！ 

受
講
者

受
講
者 

　
　
募
集
！

　
　
募
集
！ 

受
講
者 

　
　
募
集
！ 
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大
切
な 

を 

有近歯科医院 

今井歯科医院 

加藤歯科診療所 

熊坂歯科医院 

郷土歯科医院 

コクフ歯科クリニック 

61－6060 

61－0190 

61－3327 

61－1101 

61－0648 

71－8009

こだま歯科クリニック 

小林歯科医院 

並木歯科医院 

藤山歯科医院 

松本歯科医院 

簑島歯科医院 

60－2111 

71－0573 

61－5155 

73－4899 

61－7750 

72－2814

医療機関名 医療機関名 電話番号 

現 在 の 歯の数 

健 全 な 歯の数 

処置済みの歯の数 

未処置の歯の数 

２４．５本 

１０．５本 

１３．０本 

　１．４本 

項　　目  一人平均歯数 

 

健診の結果  必要な人 （％） 

町内の協力医療機関 

ひ 

　
　 

肥
満
を
予
防
す
る 

み 

　
　 

味
覚
の
発
達
を
助
け
る 

こ 

　
　 

言
葉
の
発
音
を 

　
　
　  

　
　
　
は
っ
き
り
さ
せ
る 

の 

　 

　
脳
の
発
達
を
促
す 

は 
　
　 

歯
の
病
気
を
予
防
す
る 

が 
　 
　
が
ん
を
予
防
す
る 

い
ー 

　 
胃
腸
の
調
子
を
よ
く
す
る 

ぜ 

　
　 

全
力
投
球
で
き
る 

 い
つ
ま
で
も 

　
　
　
守
る
た
め
に 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
歯
の
役
割 

　
歯
の
最
も
大
き
な
役
割
は
、
食
べ

物
を
噛
ん
で
消
化
し
や
す
く
す
る
こ

と
で
す
が
、｢

か
む｣

と
い
う
こ
と
、

ま
た
歯
の
存
在
そ
の
も
の
に
は
、
全

身
の
健
康
を
守
る
ほ
か
、
顔
の
容
姿

を
保
つ
な
ど
の
大
き
な
役
割
も
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
一
本
で
も
多
く
自

分
の
歯
を
残
す
こ
と
は
、
生
涯
を
い

き
い
き
と
過
す
た
め
の
大
切
な
鍵
と

な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
私
達
は
50
歳
を
過
ぎ
る
と
、

平
均
2
年
に
1
本
の
歯
を
失
い
、
80

代
に
な
る
と
自
分
の
歯
は
平
均
４
・

６
本
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
失
う
歯
が
10
本
以
下
で
あ

れ
ば
食
生
活
に
は
大
き
な
障
害
が
生

じ
な
い
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
そ
う
と
、
８

０
２
０
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

噛
む
こ
と
の
効
果 

　
〜
卑
弥
呼
の
歯
が
い
ー
ぜ
〜 

             

と
い
う
よ
う
に
、
良
く
噛
む
こ
と
は

健
康
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

１９
年
度
の
歯
科
健
診
の
結
果 

　
４０
・
５０
・
６０
・
７０
歳
の 

成
人
歯
科
健
診
で
は 

　
地
域
の
歯
科
医
療
機

関
で
70
人
が
受
診
し
ま

し
た
。
受
け
た
人
の
主

な
結
果
は
表
１
、
表
２

の
と
お
り
で
し
た
。 

　
健
診
を
受
け
た
人
の

判
定
結
果
は
、
異
常
無

し
は
７
人（
10
％
）で
、

他
は
何
ら
か
の
対
処
が

必
要
な
人
で
し
た
。 

 

毎
日
の
手
入
れ
と
定
期
的
な
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！ 

　
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を
つ
く

り
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
歯

を
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

　
さ
ら
に
実
は
タ
バ
コ
も
歯
周
病
と

深
い
係
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
む
し
歯

が
無
い
の
に
歯
ぐ
き
の
血
液
の
流
れ

が
悪
く
な
り
、
歯
を
支
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
、
や
が
て
歯
が
抜
け

る
・
・
・
そ
ん
な
体
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
歯
を
失
う
前
に
喫
煙
の
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 
 

成
人
歯
科
健
診 

　
４０
・
５０
・
６０
・
７０
歳
の
節
目
年
齢
の

方
へ 

　
歯
ぐ
き
や
歯
と
口
腔
内
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
あ
な
た
の
健
康

度
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
２０
年
度
の
対
象
者 

40
歳
（
昭
和
43
年
４
月
１
日
〜
44
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
） 

50
歳
（
昭
和
33
年
４
月
１
日
〜
34
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
） 

60
歳
（
昭
和
23
年
４
月
１
日
〜
24
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
） 

70
歳
（
昭
和
13
年
４
月
１
日
〜
14
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
） 

※
た
だ
し
現
在
歯
科
治
療
の
た
め
受

診
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。 

▼
実
施
期
間 

　
６
月
２
日（
月
）〜
11
月
29
日（
土
） 

▼
実
施
方
法 

　
希
望
す
る
協
力
医
療
機
関
に
予
約

の
上
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
健
診
内
容 

・
口
腔
内
の
状
況 

・
治
療
が
必
要
な
部
位
や
歯
肉
の
炎

症
の
有
無 

・
口
腔
の
清
掃
状
況
・
歯
並
び
や
か

み
合
わ
せ
の
状
況 

・
当
日
は
健
診
の
み
で
治
療
は
行
い

ま
せ
ん
。 

▼
自
己
負
担
金
　
５
０
０
円 

※
生
活
保
護
の
適
用
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
方
は
免
除 

▼
と
き
　
６
月
７
日（
土
）　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で 

▼
内
容
　
む
し
歯
や
歯
周
病
の
危
険

度
チ
ェ
ッ
ク
、
む
し
歯
や
歯
ぐ
き

の
健
診
、
か
み
合
わ
せ
や
磨
き
方

の
相
談
指
導
、
フ
ッ
素
洗
口
の
紹

介
ほ
か 

▼
料
金
　
無
料 

▼
主
催
　
大
磯
町
歯
科
医
師
会
・
大

磯
町 

▼
共
催
　（
社
）平
塚
歯
科
医
師
会
・

（
社
）神
奈
川
県
栄
養
士
会
・
湘
南

歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
・
大
磯
町

食
生
活
改
善
推
進
団
体 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
８ 

　
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
も
大
歓
迎
！

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
無
料
で
歯

科
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

◆
健
診
を
受
け
た
方
に
は
歯
ブ
ラ
シ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！ 

◆
歯
に
や
さ
し
い
お
や
つ
の
試
食
や

人
形
劇
、
ク
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
。 

口腔清掃法の改善 

むし歯の治療 

歯周疾患の治療 

歯石の除去 

その他 

52人 

38人 

45人 

53人 

16人 

（74.3） 

（54.3） 

（64.3） 

（75.7） 

（22.9） 

歯
の
衛
生
週
間 

健
康
健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ
ア 

健
康
健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ
ア 

健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ
ア 

表１ 

表２ 

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 

か 

か 

か
ぎ 

か 

こ
う
く
う 

こ
う
く
う 

こ
う
く
う 

『
あ
り
が
と
う 

　
　
い
つ
も
は
た
ら
く
歯
に
感
謝
』 
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大
磯
町
の 

大磯町のバランスシート（普通会計） 
（平成１９年3月３１日現在） 

（単位：百万円） 

［ 資産の部 ］ 

１．有形固定資産 31,575　 
　　　　　（うち土地 13,463） 
　・庁舎、福祉施設、公園 
　　施設、美化センター、 
　　学校施設等 

２．投資等 2,123　 
　・投資及び出資金、貸付 
　　金、特定目的基金等 

３．流動資産 1,207　 
　・現金、預金（財政調整 
　　基金等）、未収金等 

 
　資  産  合  計 34,905　 

［ 負債の部 ］ 

１．固定負債 9,650　 
　・地方債 
　（翌年度償還予定分を除く）、 
　　退職給与引当金等 

２．流動負債 775　 
　・地方債 
　（翌年度償還予定額）等 

 
　負  債  合  計 10,425　 
 

［ 純資産の部 ］ 

１．国県支出金 4,698　 

２．一般財源等 19,782　 

　純資産合計 24,480　 
 
　負債・純資産合計 34,905　 

貸　　方 借　　方 

◇
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

　
◎
町
民
一
人
あ
た
り
の
資
産
は
１０７
万
円
、
負
債
は
３２
万
円 

 

財 

務 

諸 

表 

大磯町の行政コスト計算書（普通会計） 
（平成１８年4月1日から平成１９年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

費用（コスト）の部 

　人件費など人にかかるコスト 2,706 
　物件費や維持補修費など 
　　　　　　物にかかるコスト 2,768 
　扶助費などの給付費コスト 2,204 
　町債利子などの財務費コスト 188 

　　　　　　費用（コスト）合計（Ａ） 7,866 
 
収入の部 

　使用料・手数料などの特定財源  428 
　国庫・県支出金 531 
　一般財源  6,124 

　　　　　　　　　　収入合計（Ｂ） 7,083 
 
　純資産国庫（県）支出金償却額（Ｃ） 222 
 
差引一般財源等増加額（Ｂ－Ａ＋Ｃ） △561

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
町
の
施

設（
財
産
）や
現
金
・
債
権
な
ど
が
年

度
末
で
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
を
一

覧
表
に
し
た
も
の
で
、
過
去
か
ら
の

財
政
運
営
の
結
果
と
し
て
蓄
積
さ
れ

た
資
産
状
況
や
、
そ
の
調
達
財
源
を

総
括
的
に
表
し
て
お
り
、
次
の
３
つ

の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
資
産 

　
資
産
と
は
、
町
が
所
有
し
て
い
る

財
産
の
内
容
と
金
額
を
示
し
て
お
り
、

「
有
形
固
定
資
産
」「
投
資
等
」「
流
動

資
産
」に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
有

形
固
定
資
産
」は
町
の
施
設
な
ど
が

ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
た
か
を

表
し
て
い
ま
す
。「
投
資
等
」「
流
動

資
産
」は
、
町
の
現
金
、
積
立
金
、

債
権
な
ど
が
現
在
い
く
ら
あ
る
か
を

表
し
て
い
ま
す
。 

　
資
産
合
計
は
349
億
500
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

◆
負
債 

　
負
債
は
、「
固
定
負
債
」と「
流
動
負

債
」か
ら
な
り
ま
す
。
主
に
町
の
借

金
で
あ
る「
地
方
債
」が
こ
れ
に
あ
た

り
、
公
共
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に

町
が
借
り
た
金
額
が
い
く
ら
残
っ
て

い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
借
入
金
な
の
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

分
割
で
返
済
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
負
債
合
計
は
104
億
２
，５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
純
資
産 

　
純
資
産
は
民
間
企
業
の
資
本
に
当

た
る
も
の
で
す
。
地
方
公
共
団
体
に

は
資
本
と
い
う
概
念
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
純
資
産
か
ら
は
、
資
産（
公

共
施
設
な
ど
）を
取
得
す
る
た
め
に

使
っ
て
き
た
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、

町
税
な
ど
の
資
金
の
内
容
が
分
か
り

ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
資
産
、
負
債
な
ど
の
状

況
を
町
民
一
人
あ
た
り
に
平
均
す
る

と
、
資
産
額
は
107
万
円
、
こ
れ
に
対

し
て
負
債
額
は
32
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
支
出
の
結

果
と
し
て
の
資
産
状
況
は
分
か
り
ま

す
が
、
資
産
以
外
に
町
の
支
出
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
全
体
の
内

容
が
分
か
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
町
全
体
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
や
資
金
繰
り

の
内
容
な
ど
が
分
か
る「
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
」と「
資
金
収
支
計
算
書
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　
町
の
財
務
分
析
の
方
法
と
し
て
、
平
成
18
年
度

決
算
に
基
づ
き
町
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
企
業
会
計
的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」「
資

金
収
支
計
算
書
」
及
び
「
純
資
産
変
動
計
算
書
」
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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地
方
公
共
団
体
の
行
政
活
動
は
、

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
町
が
福
祉
や
教
育
な

ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
く
う

え
で
、
そ
の
コ
ス
ト（
費
用
）が
い
く

ら
掛
か
っ
て
い
る
か
を
整
理
し
た
も

の
が「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」で
す
。 

　
町
の
１
年
間
の
総
コ
ス
ト
は
78
億

６
，６
０
０
万
円
で
、
町
民
一
人
あ

た
り
24
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
コ
ス
ト
に
対
す
る
収
入
総
額

は
70
億
８
，３
０
０
万
円
で
、
町
民

一
人
あ
た
り
22
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
差
引
一
般
財
源
等
増
減
額

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め

に
徴
収
さ
れ
た
町
民
税
な
ど
の
総
収

入
と
行
政
コ
ス
ト
な
ど
と
の
差
額
で
、

企
業
の
場
合
の
当
期
純
利
益（
損
失
）

に
当
た
り
ま
す
。 

　
地
方
公
共
団
体
に
は
利
益
と
い
う

概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
は
後
年
度
に
活
用

で
き
る
純
資
産（
一
般
財
源
）が
減
少

し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

◇
資
金
収
支
計
算
書 

 

　
１
年
間
の
町
の
現
金
の
収
入（
歳

入
）と
支
出（
歳
出
）が
、
ど
の
よ
う

に
増
減
し
て
い
る
か
を
、
性
質
別
に

区
分
し
て
整
理
し
た
も
の
が「
資
金

収
支
計
算
書
」で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
が
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
く
た
め
の
「
行
政
活

動
に
よ
る
資
金
」
の
収
支
は
黒
字
で

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
黒
字
の
額

が
少
な
く
な
れ
ば
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
続
け
て
い
く
余
裕
が
な
く
な

り
ま
す
。 

　
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
の「
投
資

活
動
に
よ
る
資
金
」は
赤
字（
△
）で

す
が
、「
行
政
活
動
に
よ
る
資
金
」の

収
支
で
の
黒
字
分
を
充
て
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
建
設
事
業
に

は
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が
必
要
と

な
る
た
め
で
す
。 

　
な
お
最
終
的
に
は
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
で
収
支
の
赤
字
を
補
っ
た
う

え
で
、
残
り
の
金
額
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
純
資
産
変
動
計
算
書 

 

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
構
成
し
て
い

る
純
資
産
が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に

増
減
し
た
の
か
を
表
し
た
も
の
が

「
純
資
産
変
動
計
算
書
」で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
１
年
間
の
純
経

常
行
政
コ
ス
ト
69
億
700
万
円
に
対
し

て
、
地
方
税
な
ど
の
一
般
財
源
収
入

が
62
億
３
，６
０
０
万
円
で
あ
る
た

め
、
純
資
産
が
６
億
７
，１
０
０
万

円
減
少
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老

人
保
健
、
介
護
保
険
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
各
特
別
会
計
と
土
地
開
発

公
社
を
加
え
た
大
磯
町
全
体
の「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」「
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
」「
資
金
収
支
計
算
書
」及
び「
純
資

産
変
動
計
算
書
」も
作
成
し
て
い
ま

す
。 

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
６ 

大磯町の資金収支計算書（普通会計） 
（平成１８年4月1日から平成１９年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

行政活動による資金 

　収入（税、国庫・県支出金など） 6,983 
　支出（人件費、物件費、扶助費など） △4,737 
　 2,246 
投資活動による資金 

　収入（町の基金からの取崩しなど） 480 
　支出（他会計への繰出金、普通建設事業費など） △2,259 
　 △1,779 
財務活動による資金 

　収入（地方債） 470 
　支出（地方債償還金など） △895 
　 △425 
 
　　　　　　　　　　　　合　　計 42 
　前年度からの繰越金 276 
　次年度へ繰り越す金額 318

大磯町の純資産変動計算書（普通会計） 
（平成１８年4月1日から平成１９年3月３１日まで） 

（単位：百万円） 

期首（平成18年度）純資産残高 
　純経常行政コスト 
 
　一般財源等 
　　地方税、地方交付税ほか 
　　資産形成補助金等 
 
　科目振替 
　　資産整備・処分による財源振替 
　　貸付金・出資金等による財源振替 
　　減価償却による財源振替 
　　地方債償還に伴う財源振替 
 
　その他 
期末（平成19年度）純資産残高 

25,151 

△6,907 
 

6,236 
6,125 
111 
 
0 
0 
0 
0 
0 
 
0 

24,480

合計 資産形成 
国県支出金 

資産形成 
一般財源等 

その他 
一般財源等 

◇
行
政
コ
ス
ト
計
算
書 

　
◎
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
は
、
総
額
７８
億
6
，6
0
0
万
円 

4,809 

 
 

111 
 

111 
 

△222 
 
 

△222 
 
 
 

4,698

22,199 

 
 
 
 
 
 

170 
300 
134 
△948 
684 
 

△229 
22,140

△1,857 
△6,907 

 
6,125 
6,125 

 
 

52 
△300 
△134 
1,170 
△684 

 
229 

△2,358
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子
ど
も
と
家
庭
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
５
月
５
日
の「
子

ど
も
の
日
」か
ら
１
週
間
を「
児
童
福

祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
全
て
の
子
ど
も
が
豊
か
な
愛
情
に

包
ま
れ
な
が
ら
、
健
や
か
に
育
つ
こ

と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
夢
と

希
望
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
で

「
未
来
の
大
人
」と
し
て
育
っ
て
い
け

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
地

域
社
会
や
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
６ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
に 

　
　
　
　

助
成
金
を
支
給 

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
へ 

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
ま
た
は
母
、
養
育
者
で
、
平

成
20
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
入
学

し
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
は
、
児
童
１
人
に
つ

き
、
年
額
３
万
円
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、

次
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
所
得
制
限
あ
り
） 

 

▼
対
象
者 

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
で
、
平
成

20
年
４
月
１
日
現
在
、
大
磯
町
に
６

か
月
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
児
童（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。） 

▼
申
請
方
法 

　
５
月
７
日（
水
）〜
30
日（
金
）の
間

に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
以
外
） 

・
対
象
者
と
確
認
で
き
る
も
の（
児

童
扶
養
手
当
証
書
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
事
業
医
療
証
等
） 

・
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

を
証
明
で
き
る
も
の 

・
印
鑑（
認
印
） 

▼
所
得
制
限（
表
の
と
お
り
） 

　
父
・
母
・
養
育
者（
申
請
者
）も
し

く
は
同
居
の
家
族（
扶
養
義
務
者
）の

所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上
と
な

る
場
合
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
支
給
方
法 

　
所
得
等
の
審
査
後
、
該
当
す
る
申

請
者
に
対
し
て
、
口
座
振
込
み
に
よ

り
支
給
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
５ 

　
今
ま
で
所
得
制
限
で
手
当
を
受
給

で
き
な
か
っ
た
方
で
も
、
平
成
19
年

中
の
所
得
に
よ
っ
て
は
、
新
た
に
受

給
可
能
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
方
は
、
５
月
か
ら
平

成
20
年
度
児
童
手
当
の
認
定
請
求
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
制

限
限
度
額
を
確
認
し
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
手
当
は
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
支
給
し
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る

と
、
遅
れ
た
期
間
の
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
平
成
20
年
１
月
１
日
に
大

磯
町
以
外
の
市
町
村
に
居
住
し
て
い

た
場
合
は
、
平
成
20
年
６
月
以
降
に
、

そ
の
市
町
村
で
発
行
す
る
、
平
成
20

年
度
児
童
手
当
用
課
税
証
明
書（
平

成
19
年
中
の
所
得
と
扶
養
人
数
、
控

除
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。
源

泉
徴
収
票
は
不
可
。）が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
ま
ず
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
、
後
日
追
加
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

▼
申
請
す
る
の
に
必
要
な
も
の 

・
印
鑑  

・
請
求
者
名
義
の
銀
行
預
金
通
帳 

　（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
不
可
。
児
童
・

配
偶
者
等
の
名
義
の
口
座
に
は
変

更
で
き
ま
せ
ん
。） 

・
厚
生
・
共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
申
請
者
の
保
険
証
の

写
し
、
も
し
く
は
年
金
加
入
証
明

書 
 

▼
届
出
先 

　
子
育
て
介
護
課
　
子
育
て
支
援
班 

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
な
り
ま

す
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
６ 

平成19年度所得制限限度額（平成18年分の所得） 

0人 

1人 

2人 

3人 

4人 

190,000円 

570,000円 

950,000円 

1,330,000円 

1,710,000円 

2,360,000円 

2,740,000円 

3,120,000円 

3,500,000円 

3,880,000円 

父・母・養育者 
（申請者） 

同居の家族 
（扶養義務者） 

扶養親族 
等の数　 

児
童
福
祉
週
間 
児
童
福
祉
週
間 

「
つ
た
わ
る
よ 

　
　
め
と
め
を
あ
わ
せ
て 

　
　
　
　
　
は
な
し
た
ら
」 

5

5

5
5

11

5

5
11

〜 

（
平
成
20
年
度
　
児
童
福
祉
週
間
標
語
） 

扶養親族 
等の数 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

国民年金等 
加入者所得額 

４６０ 

４９８ 

５３６ 

５７４ 

６１２ 

６５０ 

厚生年金等 
加入者所得額 

５３２ 

５７０ 

６０８ 

６４６ 

６８４ 

７２２ 

児童手当所得制限限度額 
（単位：万円） 

《注意》 
・扶養親族等の数は、税法上の控除対象配偶者
及び扶養親族の数である。 
・所得制限が適用されるのは対象所得から８万
円および、雑損控除、医療費控除、小規模企
業共済掛金控除等を差し引いた額である。 
・所得税法に規定する老人控除対象配偶者また
は老人扶養親族がある場合についての限度額
（所得額ベース）は上記の額に当該老人控除対
象配偶者又は老人扶養親族１人につき６万円
を加算した額。 
・扶養親族の数が６人以上の場合の限度額（所
得額ベース）は、１人につき38万円（扶養親族
等が老人控除対象配偶者又は老人扶養親族で
あるときは44万円）を加算した額。 
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「
予
約
」
っ
て
な
あ
に
？ 

　
「
リ
ク
エ
ス
ト
」
っ
て 

　
　
　
　
　
ど
う
す
る
の
？ 

 

　
読
み
た
い
本
が
貸
出
中
だ
っ
た
り
、 

大
磯
図
書
館
の
他
館
に
所
蔵
し
て
い

る
場
合
や
大
磯
図
書
館
に
所
蔵
し
て

い
な
い
場
合
、
ぜ
ひ「
予
約
」と「
リ

ク
エ
ス
ト
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
予
約 

　
貸
出
中
ま
た
は
大
磯
図
書
館
の
他

館
に
所
蔵
の
と
き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
や

電
話
で
受
付
し
ま
す
。
館
内
検
索
機

や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
自
分
で
入

力
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
、
利
用
券
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
直

接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

　
予
約
が
多
い
資
料
の
場
合
は
お
待

た
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

受
取
場
所（
本
館
ま
た
は
分
館
）を
選

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

◎
リ
ク
エ
ス
ト 

　
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
場
合

「
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
」に
書
名
・
著

者
名
・
出
版
社
な
ど
記
入
し
て
い
た

だ
く
と
、
購
入
し
た
り
、
県
立
図
書

館
や
県
内
の
他
の
図
書
館
か
ら
借
用

し
て
提
供
し
ま
す
。
県
内
の
図
書
館

に
所
蔵
が
な
い
と
き
は
、
国
会
図
書

館
か
ら
借
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
昨
年
10
月
か
ら
東
京
工
業
大

学
の
蔵
書
も
借
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
所
蔵
し
て
い
な
い
時
に

も
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

　
い
ず
れ
も
資
料
が
用
意
で
き
た
ら
、

電
話
か
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

連
絡
を
受
け
た
ら
、
約
一
週
間
以
内

に
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ

ー
ル
登
録
は
、
館
内
や
家
庭
の
パ
ソ

コ
ン
や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も
行
え
ま

す
。 

 

？
《
質
問
コ
ー
ナ
ー
》
？ 

Ｑ
　
予
約
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
と
き

は
、
も
う
一
冊
購
入
し
な
い
ん
で

す
か
？ 

Ａ
　
予
約
件
数
の
動
向
を
見
計
ら
っ

て
同
じ
本
を
複
数
購
入
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
か
ら
の
寄

贈
で
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
　
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
は
何
件
ま

で
？ 

Ａ
　
合
わ
せ
て
10
件
ま
で
で
す
。 

Ｑ
　
リ
ク
エ
ス
ト
の
場
合
、
ど
の
く

ら
い
で
資
料
が
届
き
ま
す
か
？ 

Ａ
　
ケ
ー
ス
に
よ
り
ま
す
。
県
立
図

書
館
に
一
度
集
め
て
各
館
に
配
送

し
ま
す
の
で
、
１
〜
４
週
間
く
ら

い
か
か
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
連

絡
が
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

 
相田　輝幸 
仲手川　孝 
福島　伸芳 
 
増尾　克治 
戸村　豊茂 
角田　孝志 
飯田　隆 
松本　卓次 
 
岩崎　俊一 
小島　昇 
 
 
 
小嶋　由起子 
 
荒巻　昌宏 
山口　芳弘 
杉山　賢治 
 
飯田　清孝 
二宮　敏明 
 
 
 
矢野　孝 
青木　勝重 
平田　明 
柳田　國光 
和田　勝巳 
林　正人 
二宮　正美 
 
 
山口　章子 
穂坂　優 
 
守屋　時春 
三木　茂男 
平井　徹 
 
 
 
早崎　薫 
波多野　昭雄 
佐野　慎治 
二宮　和代 
長岡　克昌 
 
久保田　徳人 
 

杉山　勝美 
加藤　敦 
露木　利光 
服部　昭 
笹山　隆二 
森田　敏幾 
鈴木　孝 
竹内　一夫 
小早川　徹 
 
 
加藤　徳興 
 
関口　一郎 
 
岩崎　浩光 
杉山　徳幸 
 
 
簑島　英雄 
小泉　剛 
土方　好弘 

＜課長級＞ 
企画室長 
企画室機構改革担当主幹 
総務部総務課長 
（選挙管理委員会書記長兼務） 
総務部財政課長 
総務部税務課長 
総務部収納向上担当主幹 
町民福祉部町民課長 
町民福祉部町民窓口担当主幹 
（町民福祉部国府支所支所長兼務） 
町民福祉部地域協働課長 
町民福祉部福祉課長 
（ふれあい会館館長兼務） 
（福祉センター所長兼務） 
（障害福祉センター所長兼務） 
町民福祉部子育て介護課長 
（世代交流センター所長兼務） 
町民福祉部子育て支援・健康づくり担当主幹 
環境経済部環境美化センター所長 
環境経済部経済観光課長 
（農業委員会事務局長兼務） 
環境経済部農・漁業推進担当主幹 
都市整備部みなと・国県道担当主幹 
 
 
 
都市整備部まちづくり課長 
都市整備部まちづくり計画担当主幹 
都市整備部下水道課長 
監査委員事務局長 
教育委員会学校教育課長 
教育委員会教育指導担当主幹 
教育委員会生涯学習課長 
（生涯学習館館長兼務） 
（郷土資料館館長兼務） 
教育委員会図書館館長 
消防本部消防長 
 
消防署長 
国府分署長 
消防署副署長兼主幹 
（消防署第１消防隊主幹兼務） 
 
＜副主幹級＞ 
企画室副主幹 
企画室副主幹 
総務部総務課副主幹 
町民福祉部町民課副主幹 
町民福祉部地域協働課副主幹 
（防災対策担当兼務） 
町民福祉部地域協働課副主幹 
（防災対策担当兼務） 

町民福祉部福祉課副主幹 
町民福祉部子育て介護課副主幹 
環境経済部環境美化センター副技幹 
環境経済部環境美化センター副技幹 
都市整備部都市整備課副技幹 
都市整備部都市整備課副主幹 
都市整備部まちづくり課副主幹 
都市整備部下水道課副技幹 
消防署第２消防隊副主幹 
（消防本部消防総務課副主幹兼務） 
 
消防署第１消防隊副主幹 
（消防本部消防総務課副主幹兼務） 
消防署第１消防隊隊長兼副主幹 
（消防署第１救急救助隊長・副主幹兼務） 
消防署第２消防隊隊長兼副主幹 
消防署第２消防隊副主幹 
（消防署第２救急救助隊長・副主幹兼務） 
（消防本部消防総務課副主幹兼務） 
消防署第１消防隊副主幹 
国府分署分署第２隊長兼副主幹 
国府分署分署第１隊長兼副主幹 

 
総務部財政課長 
企画室副主幹 
教育委員会生涯学習課長 
 
総務部総務課主幹 
教育委員会図書館長 
総務部税務課副主幹 
総務部総務課長 
町民福祉部町民課長 
 
企画室機構改革担当主幹 
町民福祉部子育て介護課副主幹 
 
 
 
町民福祉部子育て介護課副主幹 
 
企画室副主幹 
総務部税務課長 
企画室長 
 
環境経済部経済観光課副主幹 
町民福祉部福祉課長 
（ふれあい会館館長兼務） 
（福祉センター所長兼務） 
（障害福祉センター所長兼務） 
総務部財政課副技幹 
都市整備部まちづくり課副技幹 
都市整備部下水道課副技幹 
町民福祉部地域協働課長 
環境経済部経済観光課長 
国府中学校生沢分校総括教諭 
環境経済部環境美化センター所長 
 
 
総務部総務課副主幹 
町民福祉部子育て介護課長 
（世代交流センター所長兼務） 
消防署第２消防隊副署長兼主幹 
消防署第２消防隊隊長兼副主幹 
消防署第１消防隊隊長兼副主幹 
 
 
 
教育委員会図書館副主幹 
町民福祉部地域協働課主査 
都市整備部都市整備課主査 
総務部税務課副主幹 
教育委員会学校教育課副主幹 
 
企画室主査 
 

町民福祉部地域協働課副主幹 
環境経済部環境美化センター主査 
環境経済部環境美化センター主査 
都市整備部都市整備課副技幹 
環境経済部環境美化センター副技幹 
都市整備部都市整備課主査 
教育委員会郷土資料館副主幹 
都市整備部まちづくり課副技幹 
消防署第２消防隊副主幹 
（消防署第２救急救助隊長・副主幹兼務） 
（消防本部消防総務課副主幹兼務） 
国府分署分署第１隊長兼副主幹 
 
消防署第１消防隊副主幹 
（消防署第１救急救助隊長・副主幹兼務） 
国府分署分署第２隊長兼副主幹 
消防署第１消防隊副主幹 
（消防本部消防総務課副主幹兼務） 
 
消防本部消防総務課副主幹 
国府分署分署第２隊主査 
国府分署分署第１隊主査 
 

退　職　者 （平成２０年３月３１日付） 

◎問い合わせ　総務課　☎内線210

※副主幹以上 

河野　憲之 
山口　明男 
今井  正 
西村　昭弘 
杉山　知光 
大原　憲二 
宮代  行雄 
簑島　信雄 
竹内　浩 
鈴木　晃一 
 
安池　幸子 
 
内谷  啓子 
 
 
杉崎　一成 
小縄　修司 
水澤　いく子 
 
福島　康夫 
西　暁 
森　あさ子 
坂元　葉子 

部長（防災・地域推進担当） 
監査委員事務局長 
消防本部消防長 
都市整備部まちづくり課長 
都市整備部下水道課長 
選挙管理委員会書記長 
農業委員会事務局長 
教育委員会学校教育課長 
教育委員会教育指導担当主幹 
消防署長 
（国府分署長兼務） 
町民福祉部子育て介護課主幹 
（大磯保育園園長兼務） 
教育委員会学校教育課主幹 
（教育委員会大磯幼稚園園長兼務） 
（教育委員会小磯幼稚園園長兼務） 
消防署第１消防隊副署長兼主幹 
町民福祉部町民課副主幹 
教育委員会国府幼稚園園長 
（教育委員会月京幼稚園園長兼務） 
消防本部消防総務課副主幹 
都市整備部都市整備課技師 
教育委員会大磯小学校主任校務整備員 
教育委員会国府小学校主任給食調理員 

新 旧 氏　名 新 旧 氏　名 

氏　名 

 
 
 
 
 
 
 
 
大磯小学校校長 

備　考 旧 

町 職 員 人 事 異 動  （平成２０年４月１日付） 
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広告 広告 

　不登校ぎみのお子さん、学習の補助が 

必要なお子さんのお手伝いをしています。 

低学年の補習、お預かり、 
学校との対応… 

お問い合わせ － Be Professional － 

親と子の塾 

　
町
立
幼
稚
園
の
施
設
開
放
を
、
４

園
と
も
、
５
月
か
ら
毎
週
行
い
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
、
最
寄
り
の
幼

稚
園
に
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

施
設
開
放
日 

（
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
中
） 

・
大
磯
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日 

　
☎
（
61
）０
５
０
５ 

・
小
磯
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日 

　
☎
（
61
）４
０
９
３ 

・
国
府
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日 

　
☎
（
71
）０
５
４
９ 

・
月
京
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日 

　
☎
（
71
）３
０
５
０ 

 

体
験
入
園 

　
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

の
方
が
幼
稚
園
の
先
生
と
一
緒
に
活

動
す
る
体
験
入
園
も
開
催
し
ま
す
。 

　
開
催
日
程
表
は
、
各
園
で
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
７ 

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
補
助 

国
府
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
開
所 

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
の
進
行
を
防
止
し
、
生
活

環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。 

　 ▼
補
助
対
象
地
域 

　
下
水
道
計
画
区
域
以
外
の
地
域
等 

▼
補
助
対
象
者 

　
対
象
地
域
内
で
居
住
用
の
住
宅
に

家
庭
用
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
。
た
だ
し
、
販
売
又
は
賃

貸
の
目
的
で
建
物
を
建
築
す
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
補
助
金
額 

        

▼
申
請
手
続
き 

　
浄
化
槽
の
着
工
前
ま
で
に
補
助
金

申
請
書
に
建
築
確
認
通
知
書
の
写

し
、
構
造
図
、
設
置
図
等
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
場
所 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

　
国
府
小
学
校
の
隣
接
地
に
国
府
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
が
完
成
し
、
３
月
23

日
に
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
今
ま
で

月
京
幼
稚
園
の
余
裕
教
室
お
よ
び
国

府
小
学
校
の
教
室
を
利
用
し
、
２
か

所
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
た
学
童
保

育
を
１
か
所
で
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
国
府
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
健
や
か

な
心
と
体
を
は
ぐ
く
む
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
と
な
り
、
こ
こ
で
の
生
活

が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
か
け
が

え
の
な
い
財
産
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

○
名
称 

　
国
府
学
童
保
育
ク
ラ
ブ 

○
所
在
地 

　
月
京
18
番
26
号 

　
敷
地
面
積
　
約
495
㎡ 

○
建
物 

・
構
造
　
軽
量
鉄
骨
造
平
家
建 

・
延
床
面
積
　
約
182
㎡ 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
６ 

施
設
開
放
・ 

　
　
体
験
入
園 

　　５人槽 

６・７人槽 

８～１０人槽 

補助金の 
額 

332,000円 

414,000円 

548,000円 

浄化槽の 
人槽区分 

町
立 

の 
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広告 

　
不
幸
な
命
を
生
ま
な
い
た
め
に
飼

猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。 

　
次
の
と
お
り
飼
猫
に
対
す
る
不

妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
を
行
い

ま
す
。 

　 ▼
助
成
対
象
者 

　
飼
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ

た
飼
養
者 

▼
助
成
額 

・
不
妊
手
術
　
１
匹
　

３
，０
０
０
円 

・
去
勢
手
術
　
１
匹
　

２
，０
０
０
円 

▼
申
請
限
度
数 

　
世
帯
で
１
匹
ま
で（
飼
養
者
と
そ

の
世
帯
の
者
が
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
に
申
請
で
き
る
匹
数
） 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

・
手
術
費
の
領
収
書 

・
愛
猫
登
録
証 

・
印
鑑 

▼
申
請
場
所 

　
町
民
課
又
は
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

の
各
窓
口 

 
◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

防
災
行
政
無
線
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
始 

あ
な
た
の
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
？ 

 

広告 

　
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
い
、
防
災
行
政
無
線
で

放
送
し
た
内
容
を
電
話
で
確
認
で
き

る
「
電
話
応
答
装
置
」
を
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
電
話
応
答
装
置
は
、
放
送
内

容
が
録
音
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ご
自

宅
の
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
、
防
災

行
政
無
線
情
報
ダ
イ
ヤ
ル【（
62
）１

１
２
２
】へ
電
話
す
る
と
、
防
災
行

政
無
線
で
放
送
し
た
24
時
間
以
内
の

放
送
内
容
を
確
認（
再
生
）す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
放
送
内
容
を
聞
き
漏
ら
し
た
り
、

内
容
を
再
度
確
認
し
た
い
場
合
は
、

防
災
行
政
無
線
情
報
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

 

【
使
用
方
法
】 

①
防
災
行
政
無
線
情
報
ダ
イ
ヤ
ル 

　【（
62
）１
１
２
２
】を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
く
だ
さ
い
。 

②
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ

ま
す
。
直
前
に
放
送
し
た
内
容
を

す
ぐ
に
聞
き
た
い
場
合
は
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
流
れ
始
め
た
ら
１
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。
（
放
送
内
容
が

流
れ
始
め
た
ら
２
を
押
す
と
、
放

送
内
容
を
最
初
か
ら
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。） 

③
終
了
す
る
場
合
は
、
電
話
機
を
置

く
か
０
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
担
当 

　
☎
内
線
２
４
１ 

　
昨
年
発
生
し
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
は
約
２

万
棟
の
家
屋
に
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
町
で
も
神
奈

川
県
西
部
地
震
な
ど
い
く
つ
か
の
地
震
に
よ
る
家
屋

へ
の
被
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
住
宅
の
安
全
性
を
調
べ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

①
対
象
住
宅 

・
建
築
物
の
所
有
者
が
自
ら
居
住
し

て
い
る
も
の 

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅 

・
地
上
２
階
建
以
下（
地
階
の
な
い

も
の
）の
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る

も
の 

※
在
来
軸
組
工
法
と
は
、
柱
や
梁
等

で
家
の
骨
組
み
を
つ
く
る
工
法
で

す
。 

②
診
断
料
　 

　
一
般
診
断
　
６
万
円 

　
精
密
診
断
　
13
万
６
，５
０
０
円 

③
補
助
額
　
４
万
円 

（
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は

補
助
で
き
ま
せ
ん
。） 

④
申
請
書
受
付
期
間 

　
６
月
か
ら
毎
月
１
日
〜
10
日 

　（
最
終
は
平
成
21
年
１
月
15
日
ま

で
。
各
月
の
期
日
が
閉
庁
日
の
場

合
は
そ
の
翌
開
庁
日
に
な
り
ま
す
。） 

⑤
予
定
軒
数
　
10
軒 

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着

順
な
ど
選
考
基
準
に
よ
り
選
出
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 
 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎
内
線
２
４
２ 

猫 

ね 

こ 

の 

不
妊
・
去
勢 

手
術
費
用
を
助
成 

62-1122

は
り 



車でのご来場は、 
ご遠慮ください。 
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ふれあい広場 
観光観光 
案内所案内所 
観光 
案内所 

　
か
ぜ
薫
る
５
月
、
大
磯
め
ぐ
り
と
、

さ
つ
き
咲
く
旧
安
田
善
次
郎
邸
の
お

茶
室
で
お
茶
を
楽
し
む
会
を
企
画
し

ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

▼
と
き
　
５
月
25
日（
日
）（
１
日
２

回
） 

午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜
12
時
ま

で
（
受
付
時
間
　
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
） 

午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
ま
で
（
受
付
時
間
　
午

後
１
時
〜
１
時
30
分
） 

▼
募
集
人
数
　
午
前
・
午
後
各
12
名

程
度 

▼
参
加
費
　
２
，０
０
０
円（
保
険
料
、

茶
菓
代
、
資
料
代
等
） 

▼
集
合
場
所
　
旧
安
田
善
次
郎
邸 

▼
内
容（
コ
ー
ス
）　
旧
安
田
善
次
郎

邸
の
お
茶
室
で
お
点
前
を
楽
し
む

↓
お
庭
案
内
↓
ぶ
ら
り
旧
跡
案
内

↓
鴫
立
庵
↓
旧
島
崎
藤
村
邸
案
内

↓
解
散 

▼
注
意
事
項 

・
コ
ー
ス
は
ガ
イ
ド
の
先
導
に
よ
り

約
２
㎞
徒
歩
で
め
ぐ
り
ま
す
。 

・
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
天
候
の
状
況
等
に
よ
り
コ
ー
ス
の

変
更
・
省
略
が
あ
り
ま
す
。 

・
履
物
は
、
底

が
平
ら
な
も

の
を
お
願
い

し
ま
す
。 

・
お
子
様
同
伴

の
お
申
し
込

み
は
、
お
断

り
し
ま
す
。 

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た
旧
安
田
善
次
郎
邸
の
一
般
公
開
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
大
磯
の
名
所
や
旧
跡
を
散
策
し
て
い
た
だ
き
、

大
磯
の
歴
史
的
景
観
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
今
年
か
ら
「
邸
園
文
化
交
流
園
」
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
大
磯
町
観
光
協
会
　
☎
０
４
６
３（
61
）３
３
０
０ 

  

▼
と
き
　
６
月
１
日（
日
）（
１
日
４

回
） 

▼
受
付
時
間 

午
前
の
部
　
①（
９
時
30
分
〜
10

時
）
②（
10
時
10
分
〜
10
時
40
分
） 

午
後
の
部
　
③（
１
時
〜
１
時
30

分
）
④（
１
時
40
分
〜
２
時
10
分
） 

▼
募
集
人
数
　
各
回
お
お
む
ね
125
人 

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
保
険
料
、

資
料
代
等
） 

▼
集
合
場
所
　
旧
安
田
善
次
郎
邸 

▼
内
容（
コ
ー
ス
）　
旧
安
田
善
次
郎

邸
案
内
↓
島
崎
藤
村
の
墓
↓
新
島

襄
終
焉
の
地
↓
鴫
立
庵
案
内
↓
旧

島
崎
藤
村
邸
案
内
↓
解
散 

▼
注
意
事
項 

・
コ
ー
ス
は
ガ
イ
ド
の
先
導
に
よ
り

約
２
㎞
徒
歩
で
め
ぐ
り
ま
す
。 

・
荒
天
の
場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
天
候
の
状
況
等
に
よ
り
コ
ー
ス
の

変
更
・
省
略
が
あ
り
ま
す
。 

・
履
物
は
、
底
が
平
ら
な
も
の
を
お

願
い
し
ま
す
。 

＊
'08
邸
園
文
化
交
流
園
・
大
磯
春
は
、

所
有
者（
安
田
不
動
産
株
式
会
社
）

の
ご
協
力
に
よ
る
邸
園
の
特
別
公

開
で
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
大
磯
町
観
光
協
会

　
☎
０
４
６
３（
61
）３
３
０
０ 

　申込み方法 
　往復はがきによる事前申し込み制です。
電話、ファックス、電子メール等での予
約受付はいたしません。１枚の往復はが
きで、１つの日程に１名様の申し込みで
す。随時、受け付けておりますが、申込
者多数の場合には先着順になります。 
※返信はがき裏の上部 5 cmの部分には
何も記入しないでください。 
※この返信はがきが入場券になりますの
で、参加の際に必ずお持ちください。 
※返信はがきを紛失した場合は、前日ま
でに必ずご連絡下さい。 

邸
園
文
化
交
流
園
・
大
磯 

お
庭
め
ぐ
り
と
お
茶
を
楽
し
む
会 

お知らせ 

2 5 5 0 0 0 3

中
郡
大
磯
町
大
磯
８
７
８
の
１ 

　
大
磯
町
観
光
協
会
内 

「
邸
園
文
化
交
流
園 

　
　
　
大
磯
　
春
　
係
」
行 

往信はがき表 返信はがき裏 

50
往信 

参加申込者名 

住所 

電話番号 

 

返信はがき表 往信はがき裏 

50
返信 

申込者の 

郵便番号 

住　所 

氏　名 

参加申込者名 
住所 

電話番号 

お庭めぐりと 
お茶を楽しむ会 
希望受付時間を 
明記してください。 

 ①（午前の部）　　　　 
受付時間９：30～10：00 
②（午後の部）　　　　 
受付時間13：00～13：30

（社） 

　申込み方法 
　往復はがきによる事前申し込み制です。
電話、ファックス、電子メール等での予
約受付はいたしません。１枚の往復はが
きで、１つの日程に４名様の申し込みで
す。随時、受け付けておりますが、申込
者多数の場合には先着順になります。 
※返信はがき裏の上部 5 cmの部分には
何も記入しないでください。 
※この返信はがきが入場券になりますの
で、参加の際に必ずお持ちください。 
※返信はがきを紛失した場合は、前日ま
でに必ずご連絡下さい。 

2 5 5 0 0 0 3

中
郡
大
磯
町
大
磯
８
７
８
の
１ 

　
大
磯
町
観
光
協
会
内 

「
邸
園
文
化
交
流
園 

　
　
　
大
磯
　
春
　
係
」
行 

往信はがき表 返信はがき裏 

50
往信 

①参加申込代表者名 
　住所 
　電話番号 

②参加者名 
　住所 

③参加者名 
　住所 

④参加者名 
　住所 

返信はがき表 往信はがき裏 

50
返信 

申込者の 

郵便番号 

住　所 

氏　名 

（社） 

①参加申込代表者名 
　住所 
　電話番号 
②参加者名 
　住所 
③参加者名 
　住所 
④参加者名 
　住所 

さつき咲く旧安田庭園と 
旧跡めぐり 

希望受付時間を第２希望 
まで明記してください。 

①受付時間９：30～10：00 
②受付時間10：10～10：40 
③受付時間13：00～13：30 
④受付時間13：40～14：10

２００８ 

　旧安田善次郎邸の 

歩き 

お庭見学、藤村邸、 
鴫立庵をめぐるまち 

さ
つ
き
咲
く
旧
安
田
善
次
郎
庭
園

さ
つ
き
咲
く
旧
安
田
善
次
郎
庭
園
と
旧
跡
め
ぐ
り

旧
跡
め
ぐ
り 

さ
つ
き
咲
く
旧
安
田
善
次
郎
庭
園
と
旧
跡
め
ぐ
り 

▼
 

▼
 

※道案内は観光案内所にお立寄下さい。 

て
　

ま
え 

え
ん 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中

の
本
人
の
ケ
ガ
や
他
人
に

ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、
他

人
の
も
の
を
壊
し
て
し
ま

っ
た
際
に
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。 

　
掛
金
プ
ラ
ン
は
１
人
年

額
６
０
０
円
か
ら
で
す
。

加
入
方
法
、
補
償
内
容
の

詳
細
は
下
記
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
町
生
涯
学
習
課
に
も
あ

り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　（
社
）神
奈
川
県
青
少
年

協
会 

　
☎
045（
402
）０
３
４
６ 

　人員　若干名 
　給与　（時給）780円 
　雇用期間 
　7月１日（火）～8月３１日
（日） 
　勤務時間　8：３０～１７：００ 
　提出書類　町指定の臨時
職員登録書１通（登録書
は町ホームページからダ
ウンロードできます。） 

　応募資格 
　１８歳以上の健康な方 
　応募締切 
　5月１９日（月）まで 
　採用決定 
　6月6日（金）までに連絡
します。 
 
◎問い合わせ・申込み 
　経済観光課　☎内線２６４ 

裁
判
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か 照ヶ崎プールの 

アルバイト募集 

照ヶ崎プールの 

アルバイト募集 

照ヶ崎プールの 

アルバイト募集 

2
0
0
8
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン 

 

（
３
月
１６
日
） 

 

　
そ
の
日
は
天
気
も
良
く
、
選
手
の

人
た
ち
は
み
ん
な
、
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
車

い
す
の
人
も
走
っ
て
い
て
、
障
害
者

の
人
で
も
走
れ
る
の
は
良
い
こ
と
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
他
に
も
、
飲
食
店
や
国
府
小
学
校

３
年
生
の
「
キ
ッ
ズ
ソ
ー
ラ
ン
」
な

ど
、
走
ら
な
い
人
も
会
場
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。 

　
来
年
は
西
湘
バ
イ
パ
ス
が
修
理
さ

れ
て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
ラ
ン
ナ
ー
の
人
た
ち
も
元
気

に
走
れ
る
と
い
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

 

＊ 
 

　
私
は
ゴ
ー
ル
地
点
の
方
で
応
援
を

し
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が

ゴ
ー
ル
し
て
き
て
、
中
に
は
仲
間
同

士
で
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
し
た
り
、

目
立
つ
よ
う
に
着
ぐ
る
み
を
着
て
走

っ
て
い
た
り
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

女
の
人
も
た
く
さ
ん
走
っ
て
い
て
、

ゴ
ー
ル
直
前
の
ラ
ン
ナ
ー
の
顔
は
み

ん
な
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。 

　
今
回
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
人
は
男
女

合
わ
せ
て
約
１
万
４
千
人
、
走
っ
た

人
は
約
１
万
２
千
人
と
た
く
さ
ん
の

人
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

　
海
沿
い
を
走
る
の
は
景
色
も
良
い

し
、
潮
風
が
と
て
も
気
持
ち
良
か
っ

た
と
思
う
の
で
、
湘
南
国
際
マ
ラ
ソ

ン
は
と
て
も
良
い
場
所
で
走
れ
て
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
楽
し
い
マ
ラ
ソ

ン
を
た
く
さ
ん
の
人
が
経
験
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
今

年
み
た
い
に
で
き
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
あ
ず
さ
） 

 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
６ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば

れ
た
裁
判
員
が
裁
判
官
と
と
も
に
刑

事
裁
判
に
加
わ
り
、
有
罪
・
無
罪
を

判
断
し
、
刑
を
決
め
る
と
い
う
新
し

い
制
度
で
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
16
年
５
月
21

日
に
成
立
し
た
「
裁
判
員
の
参
加
す

る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
始
ま

り
ま
す
。 

　
裁
判
員
の
候
補
予
定
者
は
、
市
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
者

の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
選
で
選
ば
れ
、

そ
の
中
か
ら
裁
判
官
に
よ
る
く
じ
や

面
接
等
に
よ
り
、
事
件
ご
と
に
裁
判

員
が
選
ば
れ
ま
す
。 

　
神
奈
川
県
で
は
、
横
浜
地
方
裁
判

所
の
本
庁
と
小
田
原
支
部
の
２
箇
所

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

各
市
町
村
で
は
毎
年
候
補
予
定
者
名

簿
を
10
月
15
日
ま
で
に
所
属
す
る
裁

判
所
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
裁
判
員
制
度
に
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

5
月
２３
日
「
出
前
講
義
」
開
催 

 

　
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
、
横
浜
地

方
裁
判
所
の
出
前
講
義（
ビ
デ
オ
上

映
等
）を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

▼
と
き
　
５
月
23
日（
金
） 

　
午
後
１
時
30
分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
内
線
２
２
８ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
故
共
済
に 

　
　
　
　
加
入
を
！ 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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　町営照ヶ崎プールの 
受付員を募集します。 
 

入
っ
て
い
る
か
ら
安
心
！ 



　パソコンの初心者を対象に、文字

入力などの基礎的な操作方法やイン

ターネットの閲覧方法を4回に分け

て学習します。 

　とき　6月6日、13日、20日、
27日いずれも金曜日。各回とも

9:30～12:00(全て出席できる方) 

　ところ　生涯学習館 
　対象　町内在住の成人15名(初め
て受講する方優先） 

　参加費　無料 
　持物　筆記用具 
　その他　パソコンは生涯学習館の
物を使用します。 

　申込締切　電話で5月7日(水)か
ら（先着順） 

　・　　生涯学習課　☎内線323

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

パソコン講座 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

　「Ｂｏｄｙ（体）」、「Ｂｏｎｅ（骨）」、

「Ｂｅａｕｔｙ（美）」、体を動かして

心とからだのリフレッシュ！ママさ

んの産後シェイプアップにもどう

ぞ！ 

　とき　5月26日（月） 
　10:00～11:30 

　ところ　保健センター 
　内容　体操（骨太体操・リズム体
操・ストレッチ） 

　対象　20～50歳代の方（お子さん
も一緒に参加できます。） 

※申し込み不要・直接会場へ 

　・　　子育て介護課　☎内線308

Ｂウェーブ 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　最新の食と健康について学び、地

域の食生活改善推進活動に参加でき

る意欲のある方を募ります。 

　とき　6月20日(金)～平成21年 
　2月13日(金)　(全11回・主に金

曜日)　 

　ところ　保健センター他 
　内容　食生活の基本・食物生産と
流通・素材の選び方・ライフステ

ージ別の食生活などの講義と実習 

　対象　継続的に出席可能な方 
　 ( 8割以上出席の方には修了証を

交付) 

　募集人員　15名 
　費用　実習材料代と資料代の一部
負担があります。 

　・　 子育て介護課　☎内線309

食生活改善推進員 
養成講座  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　町内で見られる植物の目録化を進

めるとともに開花時期を調べ、花ご

よみを作成します。 

説明会 
　とき　5月24日(土)　9 :30～ 
　ところ　郷土資料館研修室 
　調査活動　第2第4土曜日を中心
に年間を通して調査を実施。 

　参加　興味のある方は都合の良い
日にご参加ください。 

　持物　筆記用具・飲み物 
　申込み　随時申し込みを受け付け
ています。直接もしくは電話でお

申し込みください。 

　・　　郷土資料館　☎(61)4700

ワークショップ「草と木の調査」 
第8期メンバー募集 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

問 申 

問 申 

問 申 

「金目観音・周辺ハイキング」 
　とき　5月26日(月)　雨天中止 
　集合…9 :00　高来神社 
　解散…15:00ころ 
　コース　高来神社～高村公園～向
山～金目観音(昼食)～吾妻橋～纏

緑道～高来神社 

　参加費　200円(保険・資料代) 
　持物　弁当・飲み物・保険証・タ
オル・雨具等 

　締切り　5月20日(火) 
「開成町あじさいの里・瀬戸屋敷ウ
ォーキング」 
　とき　6月17日(火)　雨天中止 
　集合… 9 :30(時間厳守)JR国府津
駅御殿場線ホーム3番線（大磯

駅9:12乗車　二宮駅9:17乗車) 

　解散…15:30ころ（ビール工場バ
ス停） 

　コース　松田駅～あじさいの里(公
園・昼食)～瀬戸屋敷～花アオイ

農道～ビール工場内庭園散策～ビ

ール工場バス停(大雄山駅へ) 

　参加費　200円(保険・資料代) 
　持物　弁当・飲み物・保険証・タ
オル・雨具等 

　申込締切　6月10日(火) 
　・　　子育て介護課　☎内線308

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

おおいそ健康ウォーク 

問 申 

　全日程を修了し講習後の検定試験

合格者には、救急法救急員の認定証

を交付します。 

　とき　6月7日(土)、8日(日)、
15日(日)の全3日間 

　9 :30～18:00 

　ところ　ふれあい会館3階 
　内容　心肺蘇生法（ＡＥＤ・自動
体外式除細動器）の使用法、止血

法、包帯法、骨折・脱臼の手当、

災害時の対応等。 

　対象　満15歳以上の方で全日程
参加可能な方。(町民の方を優先） 

　定員　20名（多数の場合は抽選） 
　参加費　3,000円（教材、保険等） 
　申込み　はがきに住所、氏名(フ
リガナ)、生年月日、電話番号、

『救急法救急員養成講習会希望』と

記入し、〒255-8555大磯町東小

磯183　日赤大磯町分区あてへ。 

　申込締切　5月28日(水)までに必
着 

　　災害救護赤十字奉仕団　　　　

蔦野宅　☎(61)1401（19時～21時） 
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

日赤救急法救急員 
養成講習会 

問 

16広報おおいそ　平成20年（2008年）5月 



17 広報おおいそ　平成20年（2008年）5月 

　相模国総社（六所神社）から相模国

府跡を巡り、神揃山の国府祭を見学

します。 

　とき　5月5日(月・祝) 
　9 :30～　小雨決行 

　ところ　六所神社 (大磯町国府本
郷935) に集合 

　参加費　500円 
　コース　六所神社－祇園塚－大矢
場(馬場公園）－守公神社－真勝寺

(国分寺跡）－国府跡想定地－神揃

山(解散)　2km　約2時間 

　申込み　当日　先着100名 
　・　　大磯ガイドボランティア協

会　半田　☎090-8496-2145 
 

相模国府祭を訪ねる 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　町文化祭に参加を希望する団体を

募集します。なお、昨年参加された

団体には文化祭案内通知を送ります。 

　開催期間(予定)　10月25日(土)・
26日(日) 

　開催場所　町内公共施設（保健セ
ンター、図書館等）を予定 

　募集期間　5月7日(水)～16日
(金) 

　申込み方法　申込用紙に必要事項
を記載して、生涯学習課へ持参

(申込用紙は町生涯学習課にあり

ます)。 

　・　　生涯学習課　☎内線329

文化祭参加団体を募集 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　25年の歴史を持つ湘南地区を中

心とした社会人のマンドリンオーケ

ストラグループによる演奏会です。 

　とき　5月18日（日） 
　13:00～15:00 

　ところ　郷土資料館研修室 
　内容　アマチュアのマンドリン演
奏グループ「アンサンブル・マー

レ」による演奏会 

　入場料　無料 
　定員　70名程度（要予約） 
　・　　県立大磯城山公園管理事務

所　☎（61）0355

マンドリンコンサート開催 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　初めての人を対象に、和楽器の代

表である「琴」を体験していただき

ます。和の雰囲気をかもし出す音色

でまずは弦をはじいていただき、先

生の指導に沿って楽しく演奏します。 

　とき　5月17日(土) 
　13:00～15:00 

　ところ　県立大磯城山公園茶室
「城山庵」 

　参加費　無料 
　定員　小学生以上10名程度(申込
先着順) 

　・　　県立大 

　磯城山公園管 

理事務所 

　☎(61)0355

「お琴」演奏体験会開催 

　
 

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　キケンのＫ、ヨチのＹ、トレーニ

ングのＴをとった「危険予知トレー

ニング」で、子ども会活動中の事故

を未然に防ぐことを目的に研修会を

実施します。 

　とき　5月17日(土)13:00から 
　ところ　保健センター2階研修室 
　講師　全国子ども会ＫＹＴ指導者
石橋　賢治氏、伊良子　綾恵氏 

　対象　子ども会や地区活動の代表
者･指導者 

　参加費　無料 
　持物　筆記用具 
　申込み方法　電話で5月7日(水)
から 

　・　　生涯学習課　☎内線323

ＫＹＴ研修会の参加者募集 

　
 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　人権擁護委員が下記の相談に応じ

ます。 

　とき　6月1日(日) 
　13:00～16:00 

　ところ　保健センター2階研修室 
　相談内容 
・児童、生徒のいじめ、体罰の問題
など 

・家庭内や隣近所のことで困ったこ
と、悩みごとなど 

・名誉き損、セクハラ、プライバシ
ーの侵害など 

※個人の秘密は固く守ります。お気

軽にご相談を！ 

　　地域協働課　☎内線237

特設人権相談所の開設  

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

　とき　5月18日(日) 
　13:30開場　14:00開演 

　ところ　二宮町生涯学習センター
（ラディアンホール） 

　入場料　無料 
　指揮　大塚正夫 
　ピアノ　渡邊　愛 
　演奏曲　北原白秋名曲選・モーツ
ァルトミサ曲・ポピュラー・叙情

歌・合唱組曲「沙羅」 

　　事務局　福島宅☎(61)1809

大磯混声合唱団 
第22回定期演奏会  

　
 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

問 

　日本非核宣言自治体協議会では、

8月9日の長崎原爆の日に親子で取

材をし、原爆や平和について考えて

くれる、親子記者を募集します。　 

　日程　8月8日(金)～8月10日
（日）　2泊3日 

　取材地　長崎市 
　参加資格 
　　町内在住の 

　小学生とその 

　保護者 

　募集人数 
　　全国で20名 

　(小学生１名とその保護者１名の

10組) 

　参加費　交通費、宿泊代、取材補
助費支給 

　応募方法　往復はがきに住所、氏
名、性別、小学校名、学年、電話

番号、保護者氏名を記入・押印の

うえ、事務局郵送、またはホーム

ページでもご応募いただけます。

（http://www.nucfreejapan.com） 

　募集期限　5月31日(土) 
　※郵送の場合は、当日消印有効 

　・　　日本非核宣言自治体協議会

事務局　親子記者係（〒852-8117

長崎市平野町7-8　長崎市平和推

進室内） ☎095(844)9923

「親子記者」参加者募集 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 



高齢者教室 

　とき　6月15日(日)　7:00～
11:30　予備日6月22日(日) 

　ところ　大磯海水浴場 
　対象　小学生のみ20名 
　内容　初心者向けサーフィンスク
ール及びコンテスト、ライフセー

ビング 

　参加費　2,500円 
　申込締切　定員になり次第締め切
り 

　・　　町体育協会サーフィン部　

田原宅　☎(61)7940

　健康で生き生きと、心豊かな生活

を送るための楽しみ方を探ってみま

せんか。気軽に参加ください。 

　対象　町在住のおおむね60歳以
上の方      

　申込み　電話で5月12日(月)から 
　＊時間は、毎回14:00～15:30

大磯キッズサーフィン 
チャレンジ大会 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

　湘南の海でヨットに挑戦してみま

せんか？ 

　とき　5月25日(日) 　10:00～
15:00　小雨決行 

　荒天時は6月7日(土)へ延期 

　ところ　江ノ島ヨットハーバー 
　対象　高校生以上（10名程度） 
　持物　濡れても良い服装、タオル、
着替え等 

問・申　町体育協会ヨット部　平川

宅　☎(61)1573 
　 http://www.oiso.ne.jp/oyc/

第19回 
町民ヨットスクール大会 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

問 申 

問 申 

　とき　6月8日(日)　8：30開会 
　ところ　大磯中学校グラウンド 
　参加資格　町在住、在勤の方 
　競技規則　日本ソフトボール協会
オフィシャルルール 

　申込締切　5月23日(金) 
　代表者会議・抽選会　5月30日
(金)　18:30～　生涯学習館 

　・　　町体育協会ソフトボール部

（有）岩田土木管工内　山下 

　☎(61)7215、FAX(61)7769

第17回町民春季 
男子ソフトボール大会 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 ▼
 

問 申 

問 申 

　とき　6月1日(日)　9 :00開会 
　6月8日(日)決勝戦終了後閉会式 

　ところ　運動公園多目的グラウン
ド 

　参加資格　15歳以上の町在住、在
勤の方(申込みは、チーム単位) 

　競技規則　日本サッカー協会競技
規則 

　チーム編成　1チーム6人(競技
者登録は10人まで） 

　代表者会議・抽選会・申込み 
　5月23日(金)　19:00～ 

　保健センター2階研修室 

　・　　町体育協会サッカー部 

　加藤宅　☎(61)3643

第30回 
町民ミニサッカー大会 

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

回 月　日（曜日） 会　場 学習内容 講　　師 

1 6月12日（木） 

6月26日（木） 

7月3日（木） 

落語を一席… 山口　宣秀 

2
保健センター 

お口の中から健康 
歯科衛生士 
　　　竹内　洋子氏 
　　金城　美栄子氏 

3
ゆっくりとした動作で 
呼吸に合わせながら体 
を動かしましょう 

ゆっくりとした動作で 
呼吸に合わせながら体 
を動かしましょう 

日本武術太極拳 
公認指導員 
　　　渡辺　律子氏 

5 9月22日（月） 

9月8日（月） 

9月29日（月） 

落語を一席… 山口　宣秀 

4

国府支所 

お口の中から健康 
歯科衛生士 
　　　竹内　洋子氏 
　　金城　美栄子氏 

6
日本武術太極拳 
公認指導員 
　　　渡辺　律子氏 

休日急患診療　在宅当番医 
5月の日程表 
日 曜 当　番　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

3 

4 

5 

6 

11 

18 

25

土 

日 

月 

火 

日 

日 

日 

尾上クリニック 

脇医院 

二見整形外科 

森田内科医院 

たけすえ小児科 

二宮診療所 

住田医院 

内・循 

内・消・小・外 

整・リハ 

内・呼・消・循・小 

小・内 

内 

内・小・循 

二宮町二宮795 

大磯町大磯1562 

二宮町川匂６ 

大磯町東小磯10－ 1 

二宮町二宮904 

二宮町二宮1305 

二宮町二宮122－ 8

７１－１６１２  

６１－０８２９  

０４６５－４３－２９２１ 

６１－８８８７  

７１－９７３５  

７１－０２０１  

７１－０１７９  

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹介する場合があります。 

まず、あなたの主治医の都合を 
聞いた上でご利用ください。 

　診療時間厳守 
　　　・午前９時～１２時 
　　　・午後２時～５時 

◎問い合わせ 
　大磯町消防署　☎（６１）０９１１ 
　二宮町消防署　☎（７２）００１５ ※休日当番医は、都合により変更となる場合がありますので、事前に消防署へご確認ください。 

 

　・　　生涯学習課　☎内線323

※太極拳の回では、動きやすい服装でお越しください。 

18
火事と救急 
3月の出動状況 

消防車…016件（火災出動0、救助出動1、その他出動15） 
救急車…125件（急病78、交通事故13、一般負傷18、その他16） 広報おおいそ　平成20年5月 

　休日当番医は 
町モバイルペー 
ジでも確認でき 
ます。 

http://www.town. 
oiso.kanagawa. 

jp/i/



19
気象情報 

3月 

最高気温　19.1度　　最低気温　1.7度　　平均気温　10.5度 
総雨量　82.5mm

○ ゆずります 

自転車18インチ男子用（ピンク）、 

女性用年寄用靴21.5（黒） 

○ ゆずってください 

エアロバイク、乗馬マシン、筋力

増強器具、ベビーカー（Ａ・Ｂ問わ

ず）、ハイローシート又はチェア

ー、携帯用CDプレーヤー 

　不用品の登録や斡旋の受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます） 
○不用品登録状況はホームページ
　でもご覧いただけます。 
○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引 
　が成立している場合もあります
　のでご了承ください。 
　　　地域協働課　☎内線２３７ 

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

▼
 

広報おおいそ　平成20年5月 
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強
い
意

思
を
秘
め
て
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。
意
思
を
感
じ
る
の
は
「
反
り

返
り
た
り
」
と
い
う
結
句
か
ら
。
張

り
つ
め
た
作
者
の
心
の
姿
を
感
じ
る

秀
れ
た
歌
で
す
。 

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
４ 

　
西
行
祭
献
詠
短
歌
　
一
般
の
部 

小
平
市
　
栗
原
　
良
子 

132132

冬
雲
の 

　   

早
く
流
れ
て
静
止
せ
る 

　
ク
レ
ー
ン
か
す
か
に 

　
　
　
　
反
り
返
り
た
り 

  

　
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
に
、
臨
時
に
採

用
す
る
代
替
職
員
の
登
録
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
登
録
の
対
象
者
　
県
内
に
居
住
し
、
次

の
資
格
を
持
つ
方
で
現
在
無
職
の
方
、

ま
た
は
社
会
福
祉
施
設
以
外
の
業
務
に

従
事
し
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
施
設
に

勤
務
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
。 

・
保
育
士
・
看
護
師
・
保
健
師 

・
介
護
職
員
・
児
童
生
活
支
援
員 

・
寮
母
・
児
童
自
立
支
援
専
門
員 

・
児
童
指
導
員
・
生
活
指
導
員 

・
職
業
指
導
員
・
母
子
指
導
員 

・
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士 

・
栄
養
士
・
調
理
員 

▼
登
録
期
間
　
平
成
20
年
5
月
15
日（
木
）

〜
30
日（
金
） 

▼
登
録
方
法
　
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
子
育
て
介
護
課
に
提
出
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
５ 

　
 

教育委員会定例会 

　5月21日(水)　9時00分～ 

　生涯学習館　2階集会室 

　　学校教育課　☎内線322 
農業委員会総会 

　5月23日(金)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

8日（木） 
１３時～１６時 

１５日（木） 
１３時～１６時 

問 

問 

相　談　名 相 談 内 容 等  と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

行 政 相 談  
国の行政や特殊法人に対する要望や苦
情 

法 律 相 談  
（予約制） 

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

消費生活相談 

 
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

電話教育相談 

こころの健康相談 

児童虐待相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

心の悩みや病気で困っている方やその家族を対象に精神科医が相
談を受けます。（引きこもりやアルコール等の相談も含む・予約制） 

児童虐待に関する相談 

8日（木）１５日（木） 
１３時～１６時 

１４日（水）、２０日（火）、２６日（月） 
１３時３０分～１５時４５分 
毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時１５分 
（ただし、祝日は除きます。） 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て介護課内）　☎（６１）６２１０ 

２０日（火）１３時～１５時３０分 
毎週月曜日～金曜日 
９時～正午/１３時～１６時３０分 
（ただし、祝日は除きます。） 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は毎
月１日からです。　
（１日が土・日・祝日
の場合は、翌日また
は翌々日） 

福祉センター「さざれ石」 社会福祉協議会☎（６１）９３９０ 

大磯町教育研究所　教育相談窓口 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６０）３６７０ 

地域協働課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［5月］ 

平塚保健福祉事務所 
平塚保健福祉事務所 
☎（３２）０１３０ 

　
 

・消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで
確認をしてください。通常は、防災情報(内容は

毎月変わります。)が聞けます。 

　　消防署　☎（61）0911

消防情報ダイヤル　☎（61）5151

問 

社
会
福
祉
施
設 

　
産
休
代
替
職
員
の
登
録 

かながわ休日消費生活電話相談 
☎０４５（３１４）５５８６　※電話相談のみとなります。 

かながわ夜間消費生活電話相談 
☎０４５（３１４）５５８６　※電話相談のみとなります。 

平塚市消費生活センター 
☎（２１）７５３０　※無料の駐車場はありません。 

９時３０分～１６時 

１６時～１９時 

１０時～１６時 

月～金 

水 

土日祝 

（ただし、祝日は除きます） 

す
ぐ 

今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 



カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

　ハイハイが上手になって、いつもお姉
ちゃんの小絵ちゃんの後を追いかけてい
ます。 

※このコーナーに登場してくれるお子さんを

募集しています。 

◎問い合わせ　企画室　☎内線207

簑島　遼太郎くん　平成19年７月７日生 
みのしま　　りょうたろう 

恒樹さん、陽子さんの長男 

人口 32,833（＋25）　男 16,012（＋5）　女 16,821（＋20） 
世帯 12,234（＋31）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
１２月１日現在 広報おおいそ　平成20年5月 20

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

広報カメラマン杉崎さん撮影 

広報カメラマン木原さん撮影 

広報カメラマン奥野さん撮影 

広
報
お
お
い
そ
　
2
0
0
8
年
5
月
号
 
大
磯
町
発
行
　
企
画
室
編
集
　
〒
2
5
5
-8
5
5
5
　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　
☎
0
4
6
3
-6
1
-4
1
0
0
　
FA
X
0
4
6
3
-6
1
-1
9
9
1
　
http://w

w
w
.tow

n.oiso.kanag
aw
a.jp/

●高来神社の桜　（4月3日） ●東海道松並木の水仙　（3月22日） 

●菜の花と 
　新幹線 
　（4月3日） 

●大磯駅と桜　（4月2日） 

　
国
府
祭
は
、
相
模
の
六
社

が
集
う
祭
り
で
、
県
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
神
揃
山
で
は
、
相
模
国
の

成
立
に
あ
た
り
論
争
の
模
様

を
儀
式
化
し
た
神
事
で
あ
る

座
問
答
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
大
矢
場（
現
馬
場
公
園
）で

は
、
国
司
祭
や
三
種
類
の
舞

が
奉
納
さ
れ
、
鷺
の
舞
は
天

下
泰
平
を
、
龍
の
舞
は
五
穀

豊
穣
を
、
獅
子
の
舞
は
災
厄

消
除
を
祈
願
す
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
町
観
光
協
会 

　
☎
（
61
）３
３
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぎ 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う 

 

　
　
じ
ょ
う
　
　
　
　

し
　
し 

町の人口と世帯 
4月1日現在 

通行止め 
9:00～17:00

案内図 

　
 

▼
 ▼
 

問 

▼
と
き
　
５
月
５
日（
月
・
祝
） 

▼
と
こ
ろ
　
神
揃
山
・
馬
場
公
園 

　願いをかなえる霊石（虎御石）ご開

帳の虎御石まつり。虎御石にふれる

と、厄除け・大願成就・安産などの

ご利益があるとされています。 

　とき　5月25日(日) 
　ところ　延台寺 
　・延台寺　☎(61)0742 
　・町観光協会　☎(61)3300

●表紙写真…はまひるがお（ひるがお科）。花期は晩春から初夏、平成10年に町の花に制定。 


